令和７年度　第１回地域連携推進会議記録

日時：R8　年2月17日（火）13：30～
場所：GHかしのき食堂
参加者：利用者代表、利用者家族（後見人）、市町村担当者（美咲町職員）、事業所職員（メゾン
　　　　　　きさらぎ所長、サービス管理責任者、生活支援員）
欠席者：地域の関係者、福祉に知見のある人、経営に知見のある人
議題
1． 自己紹介
省略

2． 地域推進会議の目的
・①利用者と地域との関係づくり、②地域の人への施設棟や利用者に関する理解の促進、③サービスの透性・　　　質の確保、④利用者の権利擁護を目的とする。
・令和7年度より障がい者総合支援法により開催が義務化されている。

3． 施設の概要、支援内容について
・きさらぎの要覧、地域推進会議資料（別紙）に沿って、どんな利用者が生活して、どんな就労先に通い、どんな活動をしているか等を説明する。
・ＢＣＰ（事業継続計画）についても、例えば災害に対して備蓄食料、緊急連絡先、避難場所など普段から事が起こった際にどのようにすべきかを考えて決めている。（感染症等に対しても）

4． 情報交換
●美咲町～町のネットワーク会議に社協等と参加しているのでいろいろな行事にかしのきも参加してもらっている。
国は障がい者の地域移行を目指している。地域へ帰るのは難しいことだが、重度障がい者支援センターが4月にできたこともあり町としても推進している。
●所長～月1回の美咲町ネットワーク会議にはできるだけ参加して情報交換や行事への参加をさせていただいている。かしのきの利用者については町内の行事やイベント等へ参加して交流を図る事ができていると感じている。今後も積極的に参加していきたい。
●後見人～後見人としてかかわっている。若い〇〇さんもかしのきから喜んで作業所に通っている。後見をしている年配の方もこまめに支援していきたいと考えている。後見人としてできることは事務手続きが中心となるが協力していきたい。
●利用者～ここに来て何年たったかな。みさきまつりや図書館のイベント、初もうでに行ったりして楽しんでいる。
●生活支援員～GHかしのきは周りに店や人家や施設が少なくGHとしての環境に恵まれているとは言えない。しかし、近くの図書館や車を使って少し離れた商業施設等に行っており、参加できるイベントにもなるべく参加して地域の中で生活できるようにしている。
●サビ管～かしのきの利用者は年齢が20代1名、５０代１名、６０代３名、７０代１名と年齢が高い方が多い。夜間職員がいないので夜間一人で過ごすことができなくなるとＧＨにいることが難しくなる。適切な時期に適切な施設に移行する必要がある。障害以外の介護サービスに移る際には行政、後見人等の協力をいただきたい。

5． 地域連携推進員より（情報提供等）
●後見人～浄心でも高齢介護のサービス移行への経験はあまりなく、話し合いながら手探りで進めていくことになる。若い方と高齢の方の両極端となっており、教えてもらいながら続けていきたい。
●美咲町～相談支援専門員が障がい者のモニタリングに行くが、６５歳を迎えると１度介護保険を使うかどうか投げかけている。相談員、ケアマネ、包括支援センター等で調整して進めていく。
●サビ管～かしのきはGHであり、介護申請できる。したがって、GHの生活が難しくなってきたからと言って、高齢の方が障がい者施設に入居することは考えにくい。介護保険サービスを利用するには費用負担が発生するのでそれを嫌う方もいる。
●美咲町～今日話した情報は帰って共有したい。施設の空き情報等把握してからネットワーク会議に参加する。
●所長～今回は初回の地域連携推進会議であり、これをきっかけに地域の方と連携を深めていきたい。今後とも協力をお願いしたい。

6． その他

●施設見学～職員、利用者〇〇さんの案内でグループホーム内を案内する。




